
328 紹介：根室で観察されたハロー現象

るものと思われる．その点からも今回のハローは大変珍

しい現象であり，観察できたのは幸運であったと言え

る．これは今後，シミュレーション研究の興味深い対象

になるであろう．ただ，ここで述ぺた二次散乱によると

する仮説は推論にすぎない．読者諸氏の御意見・御教示

をたまわりたい．

注

　1）ハ・一，量（Halos）：大気中の氷晶による光の屈

折・反射などに起因する光学現象の総称．

　2）内量（22。halo）：光源を中心として約220の視半

径で出現する光環．輪の内側が赤味を帯びる．ランダム

な空間姿勢にある沢山の氷晶の柱面がつくる頂角60。の

プリズムによる屈折によって生じる．

　3）幻日（22。parhelia）：内量の少し外側に光源と同

じ高度で左右両側に現れる輝点．太陽高度が61。以下の

場合に限られる．基底面を水平に保つ六角板形の氷晶に

よる屈折によって生じる．

　4）上端接弧・下端接弧（UpPer　and　lower　tangent

arcs）：長軸を水平に保つ六角柱形の氷晶による屈折に

よって生じる光の弧．形は太陽高度によって変わり，上

端と下端で内量に外接する．太陽高度が約35。以上の場

合には，上端接弧と下端接弧は繋がり，内量をとりまく

外接環（circumscribed　halo）となる．

　5）幻日環（Parhelic　circle）：光源と同じ高さで水平

に空を一周する白色の光環．沢山の氷晶のいろいろな方

位にある鉛直な面からの反射によって生じる．

　6）水平な空間姿勢（Horizontal　orientation）：空気

中を落下しつつある比較的大きな氷晶は空気抵抗を受け

て，角板型氷晶はその基底面を，角柱型氷晶はその長軸

を水平に保つ姿勢をとる．より小さな氷晶は，乱れた空

気の動きによりラソダムな姿勢をとる．

　7）太陽柱（Sun　pillar）：太陽高度が低いとき，太陽

から上下方向に延びる光条．沢山の氷晶のほぼ水平な面

からの反射によって生じる．街灯などの人工光源の場合

に見られる光柱（light　pillar）も同じ成因．

　8）光散乱（Light　scattering）：光が粒子などとの相

互作用の結果，その進行方向が変えられる現…象．ここで

は反射・屈折・回折の過程を総称する．

　9）外量（46。halo）：光源を中心として約46。の視

半径で出現する光環．輪の内側が赤味を帯びる．ランダ

ムな空間姿勢にある沢山の氷晶の基底面と柱面がつくる

頂角90。のプリズムによる屈折によって生じる．内量に

比べて出現頻度は小さい．
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